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地
区

１
　
所
在
地
　
　
　
沖
縄
県
那
覇
市
東
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
那
覇
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
玉
城
安
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

（
一
五
世
紀
―
三
ハ世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
現
在
の
那
覇
港
北
岸
に
位
置
し
、　
一
五
世
紀
以
降
琉
球
に
お
け
る

貿
易
の
拠
点
と
な
っ
た
那
覇
湊
の
玄
関
口
に
あ
た
る
。
周
辺
に
は
近
世
に
か
け

て
、
唐
船
小
堀

（と
う
せ
ん
ぐ

む
い
＝
船
着
場
▼

宮
古
蔵

（み

や
こ
ぐ
ら
＝
倉
庫
）
な
ど

の
港

湾
施
設
、
親
見
世

（お
や
み
せ

＝
物
産
セ
ン
タ
ー
）
や
市
場
な

ど
の
商
業
施
設
、
ま
た
薩
摩
藩

動

の
在
番
奉
行
所
と
い
っ
た
行
政

卜

施
設
な
ど
を
擁
す
る
、
文
字
通

り
那
覇
の
中
心
地
で
あ

っ
た
。

遺
跡
は
マ
ン
シ
ョ
ン
予
定
地
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
は
そ
の

一
部
約
三
〇
ド

を
対
象
に
行
な
っ
た
。

土
層
の
堆
積
は
、
地
山
を
含
め
概
ね
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
層
は
現
表

土
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
茶
褐
色
の
土
砂
で
、
レ
ン
ガ
や
戦
前
の
遺
物
が

出
土
す
る
明
治

。
大
正
以
降
の
埋
め
立
て
に
よ
る
造
成
土
で
あ
る
。
第
二
層
が

遺
物
包
含
層
と
な
っ
て
い
る
。
層
厚
は
約
○

・
八
ｍ
。
粘
性
を
帯
び
た
暗
褐
色

の
混
砂
上
で
あ
る
。
同
層
の
露
出
面
の
層
準
は
現
地
表
下
約
四
ｍ
。
ほ
ぼ
海
抜

高
で
あ
る
。
第
三
層
は
灰
色
の
シ
ル
ト
岩
層
で
地
山
と
な
っ
て
い
る
。

遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
出
土
し
た
遺
物
に
は
、
中
国
産
陶
磁
器
や

日
本
本
土
産
と
目
さ
れ
る
陶
器
、
沖
縄
産
灰
色
瓦
、
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
有
孔
製
品
、

木
製
品
、
植
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
こ
の
う
ち
木

製
品
に
は
木
簡
を
は
じ
め
と
し
て
、
漆
塗
り
の
椀

・
盆
、
下
駄
、
桶
、
さ
じ
、

そ
の
ほ
か
製
材
木
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
陶
磁
器
の
年
代
か
ら
み
て
、

一
五
―

一
六
世
紀
（グ
ス
ク
時
代
後
半
）頃
に
比
定
さ
れ
る
。

土
層
の
堆
積
状
況
や
植
物
遺
存
体
の
折
り
重
な
る
か
の
よ
う
な
出
土
状
況
は
、

本
来
こ
の
地
が
陸
地
で
は
な
く
水
辺
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
遺
物
は
水
中
も
し
く
は
千
潟
に
遺
棄
さ
れ
た
も
の
が
、
沈
殿

・
堆
積
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
跡
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
頃
の
地
図
な
ど
か

ら
推
定
す
る
と
、
唐
船
小
堀
か
そ
の
付
近
の
水
辺
の
可
能
性
が
強
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
二
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
に
数
点
木
簡
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
あ
る
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が
、
肉
眼
で
み
る
限
り
墨
書
は
な
い
。

二
層
相
当
）
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

〔
一
下
ヵ
〕

⑪

　

「
＜
き
ひ
□
日
□
」カ

「
ｏ
い
わ
し
五
□

「
ｏ
□
□
口

回

い
は
第
二
層
最
下
部
、
②
は
残
土

（第

文

ω
は
左
側
下
位
を
欠
損
す
る
。
②
は
下
端
が
さ
さ
く
れ
て
お
り
、
半
欠
品
の

可
能
性
も
あ
る
。
文
字
は
ω
に
比
べ
や
や
小
振
り
だ
が
、
墨
そ
の
も
の
は
鮮
明

で
あ
る
。
「き
ひ
」
「
い
わ
し
」
は
物
品
名
と
考
え
ら
れ
、
以
下
数
量
に
関
わ
る

文
言
が
続
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
特
に
②
に
は
裏
面
に
も
墨
書
が
あ
り
、
出
荷

元
な
い
し
先
を
記
載
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
当
該
期
の
琉
球

に
関
わ
る
文
献
史
料
の
な
か
に
該
当
す
る
品
目
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
か
な
書

き
で
あ
る
点
か
ら
考
え
て
、
日
本
国
内
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
物
資
に
伴
う
荷
札

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
今
回
出
土
し
た
木
簡
は
、
本
県
に
お
け
る
初
の
発
掘
出

土
資
料
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
を
経
て
お
ら
ず
、
今
回
は
紹
介
の
み

に
と
ど
め
お
く
こ
と
と
し
、
記
載
内
容
の
分
析
を
含
め
後
日
報
告
し
た
い
。

（玉
城
安
明
）
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